















第 1回配本は三人社より 2019 年 12 月に実施され，第 1巻「社会民衆新聞　1927 〜 1929 年」，第 2
巻「社会民衆新聞　1929 〜 1932 年」がすでに刊行された。2020 年 12 月には，「社会大衆新聞」全
3巻が配本予定となっている。
　戦前期日本の労働者や農民による政党は，既成政党に対し「無産政党」と呼ばれた。1925 年の
普通選挙法制定とともに政党結成の機運が高まり，1926 年 3 月には全国的単一無産政党として労
働農民党が創立された。しかし，右派の社会民衆党，中間派の日本労農党，左派の労働農民党に分
裂し，離合集散した。その後中間派を中心に統一無産政党結成の機運が再び高まりを見せ，1931




































　一方，1924 年 6 月には賀川豊彦，大山郁夫，北沢新次郎，高橋亀吉，片山哲，三輪寿壮，黒田
寿男らが「政治研究会」をつくり，無産政党樹立に向けた活動を始めていた。これらの人物はいず
れも高野と親しい間柄で，1926 年 12 月に結党した日本労農党は，書記長に三輪寿壮が就任し，委
員長には高野を迎えたいとの希望があったという。高野は，1926 年から 27 年にかけて渡欧したが，
1927 年 11 月の帰朝後，翌春の総選挙では河上丈太郎，杉山基次郎の応援演説をするなど運動を続
けている。また，1928 年 12 月 20 日に日本労農党，無産大衆党，日本農民党に加え，九州民憲党
など四地方政党が合同して日本大衆党が結成された際，結成大会は中央執行委員長に高野岩三郎を
推薦し，翌年 1月には「大衆党党首就任」の報道も出たが，高野は発病を理由に固辞した。さら






















　福家論文は，1930 年 12 月から 31 年 7 月にかけて，全国大衆党，労農党，社会民衆党合同実現
同盟の合同により全国労農大衆党が結党される過程に焦点を当てる。
　立本論文は，無産政党の文化へのまなざしを問い，『社会民衆新聞』『社会大衆新聞』から無産者
芸術・文化に関する記事を取り上げ，検討をおこなう。
　いずれも，従来とは異なる視角から無産政党の機関紙を読み込み，検討を進めており，意欲的な
研究となっている。引き続き，研究会での議論を続け，新しい無産政党の研究を試みていきたい。
なお，2019 年度の法政大学大原社会問題研究所研究員総会において，研究所における政治学・政
治史の伝統はどうなるのかといった質問があった。この特集が，一つの答えになっていれば幸いで
ある。
 （えのき・かずえ　法政大学大原社会問題研究所教授）　
